
 

 
 
 
 
 

   静岡県消防学校専科教育救急科（第 30 期）前編 

 

  

               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

The 30th EMS Course

FDMA・SHIZUOKA 

令和３年１月 12 日（火）、新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、

県内 16 消防本部（局）から、新たに救急業務に従事する 114 人が入

校しました。入校前から体温測定や体調管理の徹底をお願いし、自らが

感染媒体にならない事を全員で誓い救急科第 30 期はスタートしまし

た。入校後、事前学習課題の習得状況を確認するためのプレテストを皮

切りに、前半は座学中心、後半は徐々に実習が多くなるカリキュラムと

なっています。今回はカリキュラム前半の様子を紹介します。 

即戦⼒の救急隊員を⽬指して

入校後にプレテストを実施 

 熱無し！ 

 

マスクは必須！です。

 

本校初のリモート講義を実施しました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

一次救命処置（BLS） 

分娩対応と新生児蘇生（NCPR） 

 産まれる～ 

担当教官から一言 

「即戦力となる救急隊員の育成」私が掲げた今期の目標です。高度化する救急活動には救急救命士だけではな

く、出動隊員全員が高度な医学的な知識と技術を持つことが必要です。救急科の総仕上げとして、病院実習や

シミュレーション実習が始まりますが、今まで学んだ知識を深め更に技術を高めていくことを期待します。 

☆後編へ続く・・・                教務課主査 森下善弘（御前崎市消防本部より派遣） 

フェイスシールド

ゴム手袋で感染予

防ばっちりです。



 

 
 
 

２月３日（水）～２月５日（金）の３日間、指令センター員講習を開催し県内の消防本部（局）から

15 人の消防指令センター業務の従事者が参加しました。 

通信指令は、消防活動の初動部分を担う部署であり、１１９番通報の聴取を行い、出場指令を出し、

情報提供や指示・命令を行います。 

 （担当教官から）                     

通報者は災害という非日常の中で消防職員に大きな期待を寄せています。時には心配や不安の中で興

奮状態の方もいらっしゃいます。指令員は相手を落ち着かせ正確な情報を聴取するスキルが求められて

います。今回はコミュニケーションの心理学、医学教育、電話応対等を専門家から学びました。また、

実技訓練では口頭指導訓練や大規模災害想定の図上訓練を実施しました。 
今後も、住民のニーズに即応するため、指令センター業務の充実・強化を図っていきたいと思います。 

 

                   教務課主査 丸子 修平 （富士山南東消防本部より派遣） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      緊急度判定を交えた通報訓練             図上訓練 

 

 

                          

受講生一同 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 令和３年１月 18 日（月）から１月 22 日（金）までの間、消防大学校における消防団活性化推進コー

ス（第８回）を受講しました。入校前週に新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発令され、緊張感

漂う中で学校生活が始まりました。 

 本コースのカリキュラムは、消防団教育訓練の改善等の指導技法から地域防災力としての消防団のあ

り方といったテーマまで多岐にわたり、幅広く理解することができました。また、全国から集まった入

校者同士の活発な意見交換により、各地での課題や意欲的な取り組みに触れることができ、学校生活が

より充実したものになりました。 

今後は、本コースで学んだことを学校教育に反映できるよう、努力していきます。 

                            教務課主任 谷澤 俊光 （県職員） 

 

 

                       

 

 

 

 

 

         （指揮訓練） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

検 索 

 

静岡県消防学校 
★「消防学校ニュース」は静岡県ホームページの消防学校の案内・紹

介のところに掲載しています。過去の分を含め、どうぞ御覧ください。 

編集・発行/ 静岡県消防学校 〒424-0211 静岡市清水区谷津町 1-577-1 

☎ 054-369-1190  FAX; 054-369-1197   E-mail;fd-school-somu@pref.shizuoka.lg.jp 

ワワワンンンチチチョョョッッットトト（（（チチチョョョイイイネネネタタタ）））   

コココーーーナナナーーー   今今今月月月のののつつつぶぶぶやややききき 
懐かしい友 

２月の休日の午後、古くからの友人から久しぶりに電話が来た。懐かしさもあり、お互いの近況報告等で盛り

上がった。すると彼が「今から行ってもいい？」映画「パピヨン」のマックイーンからホフマンへの言葉では

ないが、「いいぜ」と即答。２時間ほどして彼は来た。お互い様で、髪の毛は減ったが、顔色もよく、元気そ

う。コーヒーを飲みながら昔話に花を咲かせた。「ところで、今日は、どうしたの？」と聞くと、彼は突然の

訪問の理由を教えてくれた。「半年ほど前、昔に遠く離れたところでとてもお世話になった方のことを思い出

した。しばらくして、その方が亡くなったとの知らせを受け、大きなショックを受けた。そして塩さんのこと

思い出した。塩さん元気かな？と思って」電話して来てくれたらしい。話の展開上、若干の不安がないではな

いが、それにも増して、とても嬉しかった。短い時間ではあったが、とても楽しいひと時を過ごした。夕方、

彼は、カッコいいスポーツカーに乗って颯爽と帰って行った。 


